
居住誘導区域の検討に当たっての着⽬点

４．居住誘導の考え⽅

15

⼈⼝の動向 市⺠の意向

⼟地利⽤の状況 防災



【⼈⼝総数増減数（H12〜22）】

⼈⼝の動向（過去の傾向）

（条丁⽬別）

・市内全域において、まばらに⼈⼝増減がみられた。

・特に⼈⼝総数の増加数が多かった地域は、以下のとおり。
①中央区
②地下鉄新駅周辺（宮の沢（平成11年））
③郊外新規開発地（屯⽥、南あいの⾥、⼿稲明⽇⾵など）

16

①

②

③ ③
③

③

③

４．居住誘導の考え⽅



【社会増減数（H12〜22）】

⼈⼝の動向（過去の傾向）

17

４．居住誘導の考え⽅

（統計区※別）

※統計区：区よりも⼩さな地域の統計情報を集計するため、札幌市が独⾃に設定している地理的区域

・⼈⼝総数の増加数が多かったエリアについては、
社会増減数も増加している。



【社会増減数（H12〜22）】＜年代別＞

⼈⼝の動向（過去の傾向）

18

◆年少 ◆⽣産年齢 ◆⽼年

４．居住誘導の考え⽅

（統計区別）

・社会増減数については、世代別に傾向が異なる。
・年少は主に郊外部において増加しており、⽣産年齢は主に中央区や地下鉄沿線などの利便性の⾼い

地域において増加している傾向がある。
・⽼年については、全市的に増加している。



⼈⼝の動向（過去の傾向）

・道外からの転⼊⼈⼝を年代別に⽐較すると、年少と⽣産年齢は同様の傾向がみられる。
・⽼年については、転⼊数⾃体が少ない。

19

４．居住誘導の考え⽅

【転⼊⼈⼝（H12〜22）】＜年代・転⼊元別＞

◆年少 ◆⽣産年齢 ◆⽼年

（統計区別）

◇道外から



⼈⼝の動向（過去の傾向）

・道内からの転⼊⼈⼝については、年代別に傾向が異なる。
・⽣産年齢は他年代と⽐べて、中央区や地下鉄沿線などの利便性の⾼い地域に多く集まっている

傾向があるが、年少や⽼年は、⽐較的郊外部に分散している。
20

４．居住誘導の考え⽅

【転⼊⼈⼝（H12〜22）】＜年代・転⼊元別＞

（統計区別）

◆年少 ◆⽣産年齢 ◆⽼年
◇道内から



⼈⼝の動向（過去の傾向）

・市内別区からの転⼊⼈⼝についても、年代別に傾向が異なる。
・⽣産年齢は他年代と⽐べて、中央区や地下鉄沿線などの利便性の⾼い地域に⽐較的多く集まって

いる傾向があり、年少は郊外部に多く、⽼年は利便性の⾼い地域にも郊外部にも多い。
21

４．居住誘導の考え⽅

【転⼊⼈⼝（H12〜22）】＜年代・転⼊元別＞

（統計区別）

◆年少 ◆⽣産年齢 ◆⽼年
◇市内別区から



⼈⼝の動向（過去の傾向）

・H12〜22の⼈⼝の動向については、特に中央区・地下鉄新駅（宮の沢）・郊外新規開発地の⼈⼝
増加数が多かった。

・⼈⼝増加数の内訳を年代別にみてみると、⽣産年齢、つまり学⽣や働き⼿世代は、他世代と⽐べ
て、中央区や地下鉄沿線などに多く集まる傾向があり、ファミリー層や⾼齢者は、⽐較的郊外部
に多く集まる傾向があった。

年少 ⽣産年齢 ⽼年

道外から 中⼼部 中⼼部 ー
（転⼊数⾃体が少ない）

道内から 郊外部 中⼼部 郊外部
市内別区から 郊外部 中⼼部 郊外部＆中⼼部

【転⼊⼈⼝（H12〜22）】年代別・転⼊元別にみた場合の転⼊先の傾向

22

世代や家族構成により、居住地の選択における特徴に違いがみられる

４．居住誘導の考え⽅

【まとめ】



⼈⼝の動向（将来推計）

【⼈⼝密度（H22）】 【⼈⼝密度（H42推計）】

・H22とH42時点の市内の⼈⼝密度については、全体的にはそれほど⼤きな変化はみられない。
（まちづくりセンター※エリア別）

23

４．居住誘導の考え⽅

※まちづくりセンター：様々なまちづくり活動を⽀援する地域の拠点（H25年4⽉1⽇現在：87箇所）



⼈⼝の動向（将来推計）

【⼈⼝総数増減率（H22〜42）】

・今後の⼈⼝については、新規開発地である⼀部
の郊外部を除き、中央区への⼀極集中が推計され
る。

・郊外部の⼈⼝減少は顕著となり、地下鉄駅周辺
などの利便性の⾼いエリアであっても、⼈⼝減少
が進む地域がある。

（まちづくりセンターエリア別）
24

４．居住誘導の考え⽅



市⺠の意向（市⺠アンケート）

（１）調査の対象 札幌市に住んでいる１８歳以上の市⺠３,０００⼈を無作為に抽出

９０３⼈の⽅から回答（回収率３０．１％）

郵送による配布、回収

平成２６年９⽉１２⽇（⾦）〜平成２６年９⽉３０⽇（⽕）

（２）調査の⽅法

（３）調査の期間

（４）回収結果

25

４．居住誘導の考え⽅



図 居住環境として重要と考えること
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0 200 400 600 800

買い物や通院などの利便性

公共交通の利便性

治安及び防犯上の安全性

災害時の安全性

ゆとりある閑静な居住環境

公園や緑地などの環境

良好な地域コミュニティ

車での移動しやすさ

良好な景観

その他

n=883⽣活利便性を重視

・居住環境として、買い物・通院・公
共交通などの「⽣活利便性」を最も重
視しており、続いて、災害や防犯など
の「安全性」、ゆとりある居住環境や
公園・緑地等の順となっている。

Q 居住環境として重要と考える項⽬は
なんですか。

26

４．居住誘導の考え⽅
市⺠の意向（市⺠アンケート）



・回答者の約８割が現在住んでいる地
域に住み続けたい意向であり、約１割
が市内の他の地域に移る意向をもって
いる。そのため、札幌市内に住み続け
たい意向はあわせて約９割となってい
る。

・住み続けたい意向を年齢別にみると、
若い世代のほうが市内の他の地域に移
りたい意向の割合が⾼くなっている。

図 今後も現在の住まいに住み続けたいか（年齢別）

85.7%

71.7%

79.0%

81.8%

83.0%

84.8%

81.3%

81.5%

93.1%

7.7%

81.0%

21.7%

11.8%

10.7%

9.9%

5.4%

6.5%

8.6%

5.2%

9.4%

3.3%

3.4%

2.5%

1.2%

2.7%

3.3%

2.5%

2.3%

3.3%

5.9%

5.0%

5.3%

6.3%

6.5%

6.2%
1.7%

5.2%

14.3%

0.6%

0.9%

2.4%

1.2%

92.3%

2.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～19歳

n=7

20～29歳

n=60

30～39歳

n=119

40～49歳

n=159

50～59歳

n=171

60～64歳

n=112

65～69歳

n=123

70～74歳

n=81

75歳以上

n=58

無回答

n=13

合計

n=903

ずっと住み続けたい 市内の他の地域に移りたい 他の市町村に移りたい

その他 無回答

若い世代のほう
が移りたい意向
の割合が⾼い

約８割が現在住んでいる
地域に住み続けたい

約１割が市内の他
の地域に移りたい

Q 今後も現在お住まいの地域に住み続
けたいと思いますか。

27

４．居住誘導の考え⽅
市⺠の意向（市⺠アンケート）



図 住み続けたいと思う理由（市街地区分別）
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住んでいる地域や住宅に

満足しているから

交通利便性が良いから

スーパーや医療施設が

近所に充実しているから

居住環境に

満足しているから

子供を育てる

環境が良いから

治安及び防犯上の

安全性が高いから

高齢期に暮らしやすい

環境が整っているから

その他

都心 拠点 複合型高度利用市街地 一般

住宅地

郊外

住宅地

郊外では、住んでいる
環境に満⾜しているた
めに住み続けたい

拠点等では、交通利
便性の⾼い環境によ
り住み続けた

・拠点や複合型⾼度利⽤市街地では、
交通利便性の⾼い環境により住み続け
たい意向となっており、郊外では、住
んでいる環境に満⾜しているために住
み続けたいという意向がみられる。

Q 住み続けたいと思う理由は何です
か。
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４．居住誘導の考え⽅
市⺠の意向（市⺠アンケート）



図 移りたいと思う理由（市街地区分別）
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交通利便性が悪いから

住んでいる地域や住宅に不

満があるから

スーパーや医療施設が

近所に不足しているから

高齢期に暮らしやすい

環境が十分でないから

治安及び防犯上の

不安があるから

居住環境に満足

していないから

子供を育てる環境が

良くないから

その他

都心 拠点 複合型高度利用市街地 一般

住宅地

郊外

住宅地

郊外では、交通利便性が低
いため、移りたい

・郊外では、交通利便性が低いため、
移りたい意向がみられる。

Q 他の地域や市町村に移りたいと思う
最⼤の理由は何ですか。
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４．居住誘導の考え⽅
市⺠の意向（市⺠アンケート）



図 住みたい場所
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49

2

68

0 50 100 150 200 250 300 350 400

拠点

複合型高度

利用市街地

一般住宅地

郊外住宅地

都心

無効回答

無回答

n=903
利便性の⾼い環境で暮らしたい⼈が多い

・住みたいと思う場所は、拠点、複合型⾼度利⽤市街地、
⼀般住宅地の順となっており、利便性の⾼い環境で暮らし
たい意向がみられる。

Q あなたが住みたいと思う場所は、どのような地域ですか。
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４．居住誘導の考え⽅
市⺠の意向（市⺠アンケート）



図 住みたい場所（⾞の有無別）

・⾞を所有する回答者と⽐較し、⾞を所有しない回答者は利便性の⾼い地域に住みたい意向が⾼く
なっている。

Q あなたが住みたいと思う場所は、どのような地域ですか。
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４．居住誘導の考え⽅
市⺠の意向（市⺠アンケート）
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⾞が無い回答者は利便性の⾼い地域に住みたい
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